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 要  旨 
骨導補聴器は，外耳や鼓膜を介さない聴覚経路である骨導を用いた補聴器であり，より良い聞こえ
を実現可能な場合が多く，また，気導補聴器の欠点であるハウリングや外耳道の閉塞感などを克服で
きることから注目されている．しかし，既存の埋め込み型骨導補聴器は，出力不足や設置時の侵襲，
衛生管理の難しさによる感染症のリスクなど多くの課題がある．そのため，補聴性能が良く低侵襲で
安全性の高い埋め込み型骨導補聴器が求められている．そこで，先行研究にて，従来の埋め込み型骨
導補聴器よりも侵襲性や出力，衛生管理の面で改善を目指した，側頭骨の皮膚下に埋め込む骨導補聴
器が提案された．この補聴器は，マイク，サウンドプロセッサ，送信コイルからなる信号送信器（体
内ユニット）と，振動子，受信コイルからなる骨加振器（体外ユニット）により構成されている．体
内外のユニットを分離する事で，体内ユニットの完全埋め込みと小型化を可能とした．本研究では，
先行研究により提案された埋め込み型骨導補聴器の実用化を目指し，体内外ユニット間の経皮的伝送
コイルの高効率化を目指した．試作コイルを用いて，相互誘導を行う実験により，コイルの形状や磁
気回路，用いる信号などを検討した．実験結果より，経皮伝送用コイルに関して以下の知見を得た． 
1. 送信コイルに磁気回路を用いる場合，ヨークよりもコアを用いる場合の方が，一定距離離れた位
置における発生磁束が多い．また受信コイルには磁気回路の違いにより顕著な違いは無いために，
体内に埋め込むことを考慮し，より小型であるコアを用いたコイルの使用が望ましい． 
2. 受信コイルは相互誘導において，理論的に巻数が多い方が高い電圧が発生する．しかし，体内ユ
ニットに発生する電流値は体内ユニットの抵抗値に依存するため，受信コイルには最適な巻数が
存在する可能性がある． 
3. 細長い形状を持つコイルの長軸に平行にコイルを設置する場合と，薄く径が大きい形状のコイル
を同一軸上に対面して設置する場合では，同一の抵抗値を持つ場合でも薄く径が大きい形状のコ
イルの方が体内ユニット内で高い電流値を得られる． 
4. 経皮伝送用コイルにメガ Hz 帯域の信号を入力すると，消費電力が過大となり，体内ユニット内に
電流が流れにくい．また，体内ユニットに共振回路を組み込み，共振状態にしても顕著な違いは
得られないため，高周波を搬送波とした信号よりも可聴周波域の信号を直接入力した方が，より
高い伝送効率が得られる． 
以上の知見を基に，人工中耳で用いられている経皮伝送用コイルよりも体内ユニット内で高い電流
値が得られるコイルを作成する事が出来た． 
